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１．概要（Summary） 

液中のナノメートルサイズ試料の高分解能観察を行う

手段として、フェムト秒X線レーザーを利用した新たなイメ

ージング手法の開発を行った。フォトリソグラフィ装置など

の半導体プロセス装置を使用しX線顕微鏡用試料ホルダ

を作製、自己組織化ナノ粒子集合体や排ガス処理用触

媒材料のイメージング実験を行った。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

北海道大学ナノテクノロジー連携研究推進室の協力の

もと、微細加工プラットフォームを利用して X 線顕微鏡用

溶液試料ホルダの作製・評価を行った。実験の際に使用

した装置は、主に以下のものである。 
・レーザー描画装置(ネオアーク DDB-201-200 ) 
・マスクアライナー(ミカサ MA-20) 
・ヘリコンスパッタ装置(アルバック MPS-4000C1) 
・プラズマ CVD 装置(サムコ PD-220ESN) 
・反応性イオンエッチング装置(サムコ RIE-10NRV) 
・超高精度電子ビームリソグラフィ 
(エリオニクス ELS-F125-U) 
・オージェ電子分光装置 （日本電子 JAMP-9500F） 
・高分解能電界放射型走査型電子顕微鏡 
（日本電子 JSM-7400F） 
・分子間力プローブ顕微鏡 
（アサイラムテクノロジー MFP-3D-BIO-J） 

【実験方法】 
溶液試料ホルダの作製には、半導体プロセス技術を応

用した。CVD 法により窒化ケイ素の薄膜を両面に成膜し

たシリコン基板に、マスクアライナーを利用してパターンを

描画、最終的に水酸化カリウム水溶液によるウェットエッチ

ングを行うことによって、X 線透過窓となる窒化ケイ素薄膜

を有した溶液試料ホルダの構造を作製した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
作製した溶液試料ホルダを利用して、兵庫県播磨の X

線自由電子レーザー施設 SACLA(SPring-8 Angstrom 
Compact free-electron LAser)において、自己組織化ナ

ノ粒子集合体の溶液中イメージング実験を行った。(1)(2)こ

の他にも、トヨタ自動車株式会社などと共同で自動車排ガ

ス浄化用触媒材料の測定も行った。(3) 
 

４．その他・特記事項（Others） 
・X 線自由電子レーザー重点戦略研究課題 
「パルス状コヒーレント X線溶液散乱による複雑系生体分

子の可視化」 
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